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ウイルス感染メールは44.3％が「受

信経験がある」と答えているが、感染

しても気づかない例もある。なお、

2002年以降はメール型よりセキュリ

ティーホールを狙ったものが増えてい

るという報告がある。

ウイルス感染メールを受信した人は44.3％
資料2-6-10　ウイルス感染メールの受信経験　N=1,969

ウイルスメールの「送信者」になった人は5.8％
資料2-6-11　ウイルス感染メールの送信経験　N=1,969
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開封するだけで、アドレス帳に登録さ

れている人に勝手にメールを送ってし

まうという悪質なウイルスメールもあ

る。誤って開封すると自分が「加害者」

になってしまう。5.8％の人が自分も

送信した経験があると答えている。©Access Media/impress,2003
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ウイルス対策はウェブの情報が頼り
資料2-6-12　ウイルス感染メール送信後の対処方法　N=115

ウェブサイトからウイルス情報を入手したり、ウイルス対策ソフトを導入したりし

た人がそれぞれ40％を超えている。送信後に「私からのメールを開封しないで」

と相手に伝える場合もメール以外の手段で伝えた人のほうが多かった。
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ウイルス対策ソフトを独自に購入して

いる人は48.2％で、パソコンに同梱

されていたソフトを利用している人を

含めると76.3％がウイルス対策ソフ

トを導入済み。ファイアウォールソフ

トとは違って、ウイルス対策への関心

の高さがうかがえる。

4人中3人がウイルス対策ソフトを導入済み
資料2-6-13　ウイルス対策ソフト利用の有無　N=1,969
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Norton AntiVirusとウイルスバスターで75.3％
資料2-6-14　利用しているウイルス対策ソフト製品　N=1,503

47.0％が「Norton AntiVirus」を導入しているほか、「ウイルスバスター」も

28.3％。この2本で全体の4分の3を超える。ネットワークアソシエイツの「ウイ

ルススキャン」も企業や官公庁などへの導入実績で強みを発揮している。

2.9%

0 10 20 30 40 50％ 

無回答 

わからない 

その他 

アンラボ 
　V3ウィルスブロック 

ネットワークアソシエイツ 
　ウィルススキャン 

トレンドマイクロ 
　ウィルスバスター 

シマンテック 
 Norton AntiVirus

特になし 

28.3%

47.0%

0.7%

9.9%

9.0%

0.5%

9.2%

©Access Media/impress,2003

パターンファイルの自動更新も定着
資料2-6-15　ウイルス対策ソフトのパターンファイル更新方法　N=1,503

最新のウイルスに対抗するためには、ソフトハウスが提供するパターンファイルを

定期的に更新するのが一般的である。71.4％がインターネット経由の自動更新を利

用しているほか、手動でパターンファイルを更新している人も33.6％いる。
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「安さ」よりも「信頼感」「サポート体制」を重視
資料2-6-16　ウイルス対策ソフト購入の際の重視点（3つまで）　N=1,969

ウイルス対策ソフトを選ぶときの決め手になったのは、ソフトハウスの「信頼感」

（54.0％）と「サポート体制」（パターンファイルの更新頻度、38.3％）、「実績が

ある」（30.4％）などで、「価格が安い」「製品名を知っている」を大きく上回った。
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IPA/ISECへの届け出数のうち、2002年の実害は8％で92％は未然に被害を防い

だとしている。ウイルスの種類では2001年に58.8％を占めていたメール機能を悪

用するものが17.2％へと減少し、セキュリティーホールを悪用したものが76.9％。

ウイルス対策が進み、実害率は減少傾向
ウイルス届け出件数と感染被害の割合
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参考資料2-6-B

出所:情報処理振興事業協会

セキュリティセンター（IPA/ISEC）

コンピュータウイルス
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